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市
は
、山
口
県
の
東
南
部
に
位

置
し
、東
は
田
布
施
町
、北
は
周

南
市
、西
は
下
松
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
で
、一
年
を
通

し
て
住
み
や
す
く
、ま
た
、豊
か
な
自
然

環
境
に
も
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
、白
砂
青
松

の
室
積
・
虹
ヶ
浜
海
岸
な
ど
、風
光
明
媚
な

海
岸
部
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
、緑
豊

か
な
石
城
山
を
中
心
と
し
た
山
間
部
は

石
城
山
県
立
自
然
公
園
に
そ
れ
ぞ
れ
指

定
を
受
け
、市
民
の
生
活
に
彩
り
と
癒
し

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

光 光
市
の
地
勢

光市
Hikari City

山口県

「
お
っ
ぱ
い
都
市
宣
言
」

「
自
然
敬
愛
都
市
宣
言
」

「
安
全
・
安
心
都
市
宣
言
」

わ
た
し
た
ち
は

こ
の
３
つ
の
都
市
宣
言
を
胸
に

こ
れ
か
ら
も

「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

『
わ
』
の
ま
ち 
ひ
か
り
」
を

目
指
し
て

歩
み
続
け
ま
す

い
わ
き
さ
ん

3 ひかり宣言　Hikari City



3つの
都市宣言
3つの
都市宣言言
3
都

おっぱい
都市宣言

お
っ
ぱ
い
都
市
宣
言

優
し
さ
と

温
も
り
に
包
ま
れ

た
く
ま
し
く

心
豊
か
に
育
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
の
未
来
へ

4



おっぱい都市宣言
１ 私たちは、おっぱいをとおして、“母と
子と父そして人にやさしいまち光”を
つくります。

２ 私たちは、おっぱいという胸のぬくもり
の中で、子どもをしっかりと抱き、愛しみ、
心豊かで健やかな輝く光っ子を育て
ます。

３ 私たちは、すべての母親のおっぱいが、
より豊かに赤ちゃんに与えられるよう皆で
手助けします。

４ 私たちは、おっぱいを尊び、偉大なる母を
皆で守ります。

　「おっぱい」何と温かく、優しい言葉でしょう。「おっぱい」を
とおした母と子の穏やかなふれあいは、真に生きる力を持
つ、心豊かでたくましい若者を育ててくれることでしょう。
　そして、この若者たちが“母と子と父そして人にやさしい
まち光”で子育てを楽しみながら、このまちに住み、まちと
ともに輝くことを夢みて、ここ光市を「おっぱい都市」とする
ことを宣言いたします。

平成17年6月30日　山口県光市議会

県内トップクラスの
充実した子育て環境

POINT

　市民の出生数の約4倍もの人が市外から訪れる2つの産婦人
科をはじめ、恵まれた産科・小児医療体制のもと、妊娠期からのき
め細かな相談・指導体制、待機児童0人の保育環境、小学生から
高校生までの入院医療費無料化など、安心して子育てができる環
境づくりを進めています。

5 ひかり宣言　Hikari City



キラリ光る
まちの「宝」を育む

母子保健推進員は、母と子の健康づくりを中心に、市と連絡を取り

ながら各地区で活動しています。妊娠中から乳幼児期にかけては、

子ども１人当たり13回以上の家庭訪問を行い、子育て情報の提

供や相談を行うなど、頼れる「近所のお母さん」として地域におけ

る子育て支援の輪を広げています。

国
に
唯
一
無
二
の「
お
っ
ぱ
い
都

市
宣
言
」。私
た
ち
は
、心
温

か
い
人
が
育
つ「
わ
」の
子
育
て
に
、と
も

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地

域
で
支
え
る
と
と
も
に
、将
来
、親
と
な

る
子
ど
も
た
ち
に
命
の
尊
さ
や
思
い
や

り
を
育
む
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
、いつ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指

し
、次
代
を
担
う
ま
ち
の「
宝
」で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
、母
が
、父
が
、そ
し
て

地
域
社
会
が
温
か
く
見
守
り
な
が
ら

心
豊
か
に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、子
育
て

応
援
イ
ベン
ト
や
相
談
な
ど
、様
々
な
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■家族学級

■乳幼児健康診査

■留守家庭児童教室

1

2

3

充実した子育てを支援する
母子保健推進員の活動

市内12保育所と7幼稚園では、幼児期の育ちや個性に

応じたきめ細かな教育・保育の提供を目指しています。

また、地域の子育て拠点として、子どもだけではなく、保護

者の子育ての悩みの相談や助言を行っています。

父親も含めて家族で赤ちゃんを迎え入れられるよう家族
で妊娠や出産について学ぶ教室を開催しています。

光市医師会や光市歯科医師会と連携し、乳幼児の健
やかな成長を支えています。

放課後19時まで保育を実施し、子どもの安全安心な居
場所づくりと子育て家庭の仕事と子育ての両立を支援
しています。

一人ひとりを尊重した幼児期の教育･保育

全

1

3つの
都市宣言

おっぱい
都市宣言

近所のお母さん」として地域域におけ

ます。
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結
婚
を
機
に
光
市
へ
移
住
し
て
き
ま

し
た
。光
市
は
、子
育
て
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
お
り
、特
に
母
子
保

健
推
進
員
や
保
健
師
の
方
が
、家
族
の

よ
う
に
親
身
に
な
って
相
談
に
乗
って
く

だ
さ
る
の
で
、安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
ま
す
。ま
た
、よ
く
利
用
す
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
チ
ャ
イ
ベ
ビ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」で
は
、同
年
代
の
母
親
と
も
仲

良
く
な
り
、子
育
て
の
楽
し
さ
や
大
変

さ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
、本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
子
育
て
支
援
が
充

実
し
、「
子
育
て
す
る
な
ら
光
市
で
」と

言
わ
れ
る
よ
う
、光
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

育
児
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
ま
ち

i n t e r v i e w

2

3

立野 陽子さん
瑠夏ちゃん
結愛ちゃん

だきて立野陽子

未来のパパママ応援事業
中学生は、乳幼児とのふれあいを通して命の尊さや

家族への感謝の気持ちを感じ、思いやりの心が育

まれます。また、子育て中の保護者に話を聞き、育

児の楽しさや大変さを学ぶことで、将来、親になるた

めの第一歩を踏み出します。

7 ひかり宣言　Hikari City



3つの
都市宣言

自然敬愛
都市宣言

3つの
都都市宣言

自然敬愛
都市宣言

自
然
敬
愛
都
市
宣
言

自
然
の
恵
み
に
寄
り
添
い

た
ゆ
ま
な
く
続
く

営
み
に
感
謝
し

次
世
代
へ
と

守
り
伝
え
る

悠
久
の
未
来
へ
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光市自然敬愛都市宣言
－美しく すばらしい自然を次世代へ－

　わたくしたちのまち光市は、白砂青松の室積・虹ヶ浜海岸、
市民や水鳥の憩いの場である島田川、また、原生樹林のある
峨嵋山や神籠石のある石城山など、古来から先人たちが守り
育ててきた水や緑の豊かな自然を有し、今日まで、はかりしれな
い多くの恵みを受け、健康で文化的な生活を築いてきました。
しかし、現代社会がもたらした地球環境の悪化は、わたくした
ちにとって、緑や生態系の破壊、異常気象など重大な問題を
生じさせています。
　わたくしたちは、こうした問題を深刻に受け止め、山や川、海
の多様な生物の生態系保全とともに、自然と共生できる社会の
実現に努める必要があります。そして、わたくしたち市民一人
ひとりが光市の財産であるふるさとの豊かな自然環境を守り育
て、次世代へ引き継がなくてはなりません。
　美しい山・川・海を有するわたくしたち光市民は、その恵み
に感謝し、自然を敬愛し、自然の摂理にかなった、快適でうる
おいとやすらぎのあるまちづくり、ふるさとづくりを進めることを、
ここに宣言します。

１ 自然の偉大さ、やさしさ、きびしさを知り、自然
に学びふれあい、豊かな心を育みます

２ 美しい緑、清らかな水、さわやかな空気
のもと、ふるさとのかけがえのない自然を
創意と工夫をもって守ります

３ 自然を敬愛する心を養い、はかりしれない
自然の恵みに感謝します

平成１８年３月２３日　山口県光市

　瀬戸内海国立公園の一部を形成し、西日本屈指の美しさを誇る
室積・虹ヶ浜両海岸は、白い砂、青く澄みきった海、豊かな松林が
見渡す限り続き、「日本の白砂青松100選」「日本の渚百選」「森
林浴の森日本100選」などにも選定されています。

白砂青松の
室積・虹ヶ浜海岸

POINT

9 ひかり宣言　Hikari City



母なる川、島田川をはじめとする４つの水系域を有する光市。

水鳥やホタル、貴重な水辺の生物の宝庫で、おいしい飲料水

としてはもちろん、農業・工業用水、カヌーや釣りなどのレジャー、

環境教育など、その清らかな水は、私たちのまちを支え、潤いの

ある生活や自然の大切さを教えてくれます。

国
で
初
め
て
の「
自
然
敬
愛
都

市
宣
言
」。私
た
ち
は
、ふ
る
さ

と
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
つ
な
げ

る
た
め
、自
然
と
人
の
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
を
契
機
に
、山
・
川
・
海
と

いっ
た
自
然
に
対
す
る
意
識
を
いっ
そ
う

高
め
る
と
と
も
に
、ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦

や
白
砂
青
松
10
万
本
大
作
戦
の
展
開

な
ど
、市
民
と
の
協
働
に
よ
る
自
然
環

境
の
保
全
と
創
造
へ
の
実
践
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
の
森
・
滝
・
渚
全
国
協
議

会
」に
も
加
盟
し
、全
国
の
自
治
体
と
連
携

し
て
、自
然
環
境
の
保
全
と
、自
然
敬
愛
の

精
神
を
日
本
中
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

潤い豊かな川

全

自然を愛し
自然と共に生きる

約2.5kmにわたり巨石が一列に並んだ列石や見事な石

組みの水門など、貴重な文化遺跡と緑豊かな自然が共

存する石城山。遊歩道では、四季折々の植物を愛でなが

らハイキングや森林浴が楽しめます。

石城山

1

3つの
都市宣言

自然敬愛
都市宣言

■親と子の水辺の教室

■白砂青松10万本大作戦

■太陽光発電システムの導入

1

2

3

身近な水辺に親しみながら、水生生物を楽しく観察する
ことで、自然を愛しむ心を醸成しています。

まちの象徴、室積・虹ヶ浜海岸松林を守り育てるため、
多くの市民が松の植栽に参加しています。

全国的に日照時間がトップクラスという地域特性を活か
し、太陽光発電システムの普及を促進しています。

10



i n t e r v i e w

2

3

　

ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦
に
参
加
し
て
20

年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
48（
１
９
７
３
）年
に
光
市
の

青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
が
海
岸
・

河
川
の
清
掃
を
提
唱
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
活
動
も
、今
で
は
毎
年

大
勢
の
市
民
や
市
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。こ
れ
ほ
ど
市

民
の
自
然
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

主
体
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
は
他
に
な

い
で
す
し
、市
の
助
力
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
は
若
い
人
、特
に
新
し
く
市
民

に
な
ら
れ
た
人
た
ち
に
、私
た
ち
の
想

い
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、活
力
と
自
然
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

全
国
に
誇
れ
る
取
り
組
み
を
後
世
へ

クリーン光推進協議会 会長

植村 芳弘さん

クリーン光大作戦
自然敬愛への自覚と意識の高揚、青少年の健全

育成を目的とした環境美化活動「クリーン光大作

戦」。40年以上の歴史を持ち、光市が誇る良き伝

統として、今に受け継がれています。

11 ひかり宣言　Hikari City



安
全
・
安
心
都
市
宣
言

3つの
都市宣言安全・安心

都市宣言

3 のつの
宣言都市宣安全・安心

都市宣言

ふ
れ
あ
い
を

通
し
て

育
ま
れ
る

助
け
あ
い
と

思
い
や
り
の
心

す
べ
て
の
人
が

心
豊
か
な

暮
ら
し
を
営
む

ふ
る
さ
と
の
未
来
へ
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光市立 大和総合病院光市立 光総合病院

光市安全・安心都市宣言
　私たちのまち光市は、豊かな自然と人々の明るい笑顔が
あふれるまちです。ふるさとの息吹に包まれて、いつまでも健康
で心豊かな暮らしを営むことは、私たち市民共通の願いです。
　しかし、私たちの生活は、頻発する台風や集中豪雨、地震な
どの自然災害に加え、凶悪な犯罪や悲惨な交通事故、消費者
被害など様 な々危険や不安に脅かされています。
　子どもからお年寄りまですべての市民の安全が確保され、安
心して暮らせるまちを実現するためには、「光市安全安心まち
づくり条例」の理念のもと、市民自らが様 な々事件や事故に対
する関心を高め、地域や家庭で力を合わせて、支えあいと助け
あい、思いやりの精神に満ちた社会を築くことが大切です。
　ここに、市民の英知と力を結集して安全で安心して生活でき
るまちづくりを進め、光市を「安全・安心都市」とすることを宣
言します。

１ 地域の防災力を高め、災害に強いまちを
　目指します

２ 犯罪や交通事故を未然に防ぐまちを
　目指します

３ 安全な消費生活を実感できるまちを
　目指します

４ 人権が尊重され、思いやりに満ちた
　まちを目指します

５ 安全で安心できる生活基盤が整備された
　まちを目指します

平成20年9月22日　山口県光市

　全ての市民が、健康で安心して暮らせるまちを目指し、2つの市
立病院を中心とした地域医療体制をはじめ、防災行政無線の整備
や消費生活相談体制の強化など、安全で安心できる生活基盤を
整備し、市民生活を支えています。

全ての市民に
安全と安心を

POINT

13 ひかり宣言　Hikari City



て
の
市
民
の
願
い
を
込
め
た

「
安
全
・
安
心
都
市
宣
言
」。私

た
ち
は
、と
も
に
手
を
携
え
て
、誰
も
が

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
自
主

的
な
活
動
を
支
え
る
た
め
、行
政
、事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

さ
ら
に
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

N
P
O
が
加
わ
り
、協
働
で
ま
ち
の
安

全
・
安
心
を
守
る
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
が
力
を
合
わ
せ
て
支
え
あ

い
、助
け
あ
え
る
体
制
を
強
化
し
、思
い

や
り
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

全

防犯ボランティア

1

支えあい、助けあえる
心豊かな生活を

3つの
都市宣言安全・安心

都市宣言

3つの
言都市宣言安全・安心

都市宣言

■災害時要援護者把握事業

■防災行政無線の整備

■消費生活センターの設置

1

2

3
消費生活の安定・向上を図るため、専門の相談員が消
費生活全般に関する相談に応じています。

市内77箇所に設置した屋外拡声子局から、サイレンと
音声で防災情報や避難情報などを一斉に放送します。

民生委員の戸別訪問により災害時に自力で避難する
ことが困難な人の把握を行い、地域における避難支援
体制を整備しています。

地域の安全を守るため、住民による防犯ボランティアを組織

し、通学路安全マップの作成や子どもの見守り活動などに取

り組んでいます。参加することで、住民同士のコミュニケーショ

ンも深まり、やりがいや生きがいづくりの場にもなっています。

地域防災力の向上を図るため、毎年、「自主防災組織リーダー

研修会」を開催しています。研修会では、講習のほか、「自助」

「共助」に役立つ体験学習も取り入れており、地域で幅広く活

躍できる人づくりを進めています。

地域の防災リーダーを養成

14



西ノ庄連合自治会防災部 部長

梅丸 摶さん

i n t e r v i e w

　

防
災
で
重
要
な
こ
と
は
、行
政
に
任

せ
っ
き
り
に
な
っ
た
り
、一部
の
人
だ
け
が

動
い
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、地
域
全

体
が
関
わ
る
体
制
を
つ
く
り
、共
に
動

く「
共
動
社
会
」を
築
く
こ
と
で
す
。

　

西
ノ
庄
連
合
自
治
会
防
災
部
は
、光

市
が
合
併
し
て
半
年
後
に
発
足
し
、住

民
同
士
が
協
力
し
て
危
険
箇
所
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、そ
れ
を
ま
と
め
た
独
自

の
防
災
マッ
プ
を
作
成
し
た
ほ
か
、防
災

訓
練
に
多
く
の
住
民
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、地
域
の
イ
ベン
ト
や
祭
り
に

合
わ
せ
て
行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
若
者
も
含
め
、も
っ
と
多
く
の

方
と
協
力
し
合
い
、万
が一の
災
害
時
に
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
、

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
共
動
社
会
」で
地
域
を
守
る

2

3

認知症高齢者等徘徊模擬訓練
認知症に対する理解を深めるため、認知症の方へ

の声かけや対応などを体験しながら学ぶ「認知症高

齢者等徘徊模擬訓練」を実施しています。その他に

も、「認知症サポーター養成講座」や医療・福祉・介

護の専門職による「もの忘れ相談会」を開催するな

ど、認知症の方とその家族が住み慣れた地域で安

心して生活できるよう、地域の見守りネットワークの

構築に取り組んでいます。

15 ひかり宣言　Hikari City



H i k a r i  C i t y
やさしさあふれる  「わ」のまち  ひかり

未
来
宣
言

10
年
を
振
り
返
り

さ
ら
に
ひ
か
り
輝
く
未
来
へ

未来
宣言
未来
宣言

おっぱい
都市宣言

自然敬愛
都市宣言

安全・安心
都市宣言

過去

現在

未来

16



そ
の
名
の
ご
と
く

「
光
」
あ
ふ
れ
る
理
想
の
ま
ち
を

目
指
し
て
歩
ん
で
き
た
10
年
間

一
つ
に
な
っ
た
道
に

力
強
く
刻
ま
れ
た
無
数
の
足
跡
は

輝
く
未
来
を
切
り
拓
く
決
意
の
証

私
た
ち
は
、
次
の
10
年
、
20
年
へ
と

つ
な
が
る
飛
躍
へ
の
道
の
先
に

さ
ら
な
る
輝
き
に
あ
ふ
れ
た

未
来
を
追
い
求
め
ま
す

17 ひかり宣言　Hikari City



10年の軌跡を辿り
次代へ

未来
宣言

過去未来
宣言

過去

光市10thアルバム

平
成
16
年
〜
平
成
26
年

新「
光
市
」が
誕
生
し
、開
市
・
開
庁
式
を
開
催

10
月

平
成
16
年

梅
ま
つ
り
開
催
20
周
年
記
念
植
樹
式
を
開
催

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

２
月

10
月

平
成
19
年

「
ふ
る
さ
と
光
の
会
」設
立
総
会
・
交
流
会
を
東
京
都
内
で
開
催

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
あ
い
ぱ
ー
く
光
」に「
チ
ャ
イ
ベ
ビ

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」が
オ
ー
プ
ン

１
月

９
月

平
成
20
年

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

初
代
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
公
没
後
１
０
０
年
記

念
事
業
を
展
開

4
月

8
月

平
成
21
年

市
立
小
中
学
校
に
二
学
期
制
を
導
入

室
積
・
虹
ヶ
浜
海
水
浴
場
が「
快
水
浴
場
百
選
」に
選
定

「
ひ
か
り
全
国
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

4
月

５
月

11
月

平
成
18
年

光市の「現在」を築いた歴史
その10年の軌跡を辿り、未来へとつないでいく

い ま

平
成
17
年

市
立
図
書
館
大
和
分
室「
あ
じ
さ
い
文
庫
」が
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始

新「
光
市
」誕
生
１
周
年
記
念
式
典
で
、「
光
市
民
憲
章
」

と
市
の
木「
ク
ロ
マ
ツ
」、市
の
花「
ウ
メ
」を
制
定

島
田
地
区
と
浅
江
地
区
を
結
ぶ
光
大
橋
が
開
通

４
月

７
月

10
月

11
月

18



「
市
長
と
気
軽
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
始

周
南
都
市
計
画
道
路「
虹
ヶ
丘
森
ヶ
峠
線
」（
浅
江
島
田

間
）が
開
通

５
月

７
月

平
成
22
年

市
内
４
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

農
業
振
興
拠
点
施
設「
里
の
厨
」が
オ
ー
プ
ン

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」を
開
催
。セ
ー
リ
ン
グ
競
技
で
は

光
市
勢
を
中
心
と
し
た
山
口
県
チ
ー
ム
が
男
女
総
合
優
勝

２
月

7
月

10
月

平
成
23
年

冠
山
総
合
公
園
に「
子
ど
も
の
森
」が
オ
ー
プ
ン

三
井
地
区
と
上
島
田
地
区
を
結
ぶ
三
島
橋
が
開
通

三
島
温
泉
健
康
交
流
施
設「
ゆ
ー
ぱ
ー
く
光
」が
オ
ー
プ
ン

２
月

4
月

10
月

平
成
24
年

「
雇
用
の
日
」メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ェ
ア
を
開
催

岩
田
駅
周
辺
地
区
が
山
口
県
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
に
選
定

冠
山
総
合
公
園
に「
ひ
か
り
花
館
」が
オ
ー
プ
ン

5
月

７
月

９
月

平
成
25
年

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

8
月

10
月

平
成
26
年

成
16
年
10
月
４
日
、旧
光
市

と
大
和
町
が
合
併
。比
類
な

き
自
然
や
産
業
、そ
し
て
誇
る
べ
き
歴

史
と
人
々
の
熱
い
想
い
が
一つ
と
な
り
、

新
生「
光
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
光
る
個
性  

地
域
の
和  

人
と
自

然
に
や
さ
し
い
生
活
創
造
都
市
」を
目

指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
光
市
は
、３
つ
の

都
市
宣
言
の
理
念
を
基
本
と
し
て
、こ

の
ま
ち
で
暮
ら
す
人
々
の
支
え
あ
い
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

光
市
の
歩
み

平
々
の
や
さ
し
さ
や
想
い
を
紡

ぎ
あ
げ
、一つ
に
な
っ
た
私
た
ち

の
ま
ち
は
、新
市
誕
生
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。こ
の
10
年
を
未
来
へ
の
礎
と

し
、「
対
話
・
調
和
・
人
の
輪
」に
よ
る

「
わ
」の
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
光
あ
ふ

れ
る
未
来
へ
向
か
っ
て
、新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

光
あ
ふ
れ
る

未
来
へ

人

19 ひかり宣言　Hikari City



近代日本の礎を築いた初代内閣総理大臣・伊藤博文
光市が誇る偉人から受け継がれる
未来への志とは

▲旧千円札の第1号券
伊藤公資料館に、昭和38（1963）年に発行

された肖像入り旧千円札の第１号券を展示し

ています。

未来につなげる
維新の志 未来

宣言
過去

光市が誇る偉人

藤
公
は
光
市
に
生
ま
れ
、17

歳
で
松
下
村
塾
へ
入
門
。そ
こ

で
高
杉
晋
作
や
木
戸
孝
允
ら
と
と
も
に

吉
田
松
陰
に
学
び
、尊
王
攘
夷
の
志
士

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

21
歳
に
な
る
と
、「
世
界
と
渡
り
合
え
る

新
し
い
日
本
の
時
代
を
つ
く
る
」と
い
う
志

を
胸
に
、当
時
国
禁
を
犯
す
大
罪
で
あ
った

海
外
渡
航
を
決
め
、後
に「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
井
上
馨
ら
４
人
と
命
が
け
の

英
国
留
学
に
旅
立
ち
ま
し
た
。産
業
革
命

に
沸
き
立
って
い
た
大
英
帝
国
の
首
都
ロ
ン

ド
ン
を
目
の
当
た
り
に
し
た
伊
藤
公
は
、

そ
の
圧
倒
的
な
国
力
を
認
識
し
、攘
夷
を

捨
て
開
国
論
に
転
じ
る
こ
と
を
決
意
。

　

留
学
か
ら
半
年
後
、長
州
藩
の
攘
夷

に
対
す
る
外
国
の
報
復
砲
撃
を
知
り
、

「
今
の
日
本
は
西
欧
を
敵
に
す
る
だ
け
の

力
は
な
い
」と
考
え
、戦
い
を
回
避
す
る

た
め
志
半
ば
で
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し

た
が
、留
学
中
に
得
た
英
語
力
は
、そ
の

後
の
伊
藤
公
を
支
え
る
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

命
を
か
け
て
拓
い
た

未
来
へ
の
志

伊

治
維
新
後
は
政
府
の
要
職
を

歴
任
し
、明
治
18（
１
８
８
５
）

年
に
内
閣
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、

初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。そ
の

決
め
手
は「
こ
れ
か
ら
の
総
理
は
外
国

か
ら
の
電
報
が
読
め
な
く
て
は
だ
め

だ
」と
い
う
井
上
馨
の
言
葉
で
し
た
。

　

以
後
、四
次
に
渡
り
そ
の
職
を
務
め
た

伊
藤
公
は
、大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定

を
は
じ
め
、清
国
と
の
下
関
条
約
の
調
印

や
初
代
韓
国
統
監
に
な
る
な
ど
、

優
れ
た
外
交
手
腕
を
発
揮
し
、

「
世
界
」に
お
け
る
日
本
の
地
位

向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、明

治
42（
１
９
０
９
）年
、ハル
ビ
ン
駅

（
現
・
中
国
）で
暗
殺
さ
れ
、そ
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
日
本
」の

地
位
向
上
に
尽
力

明

幕末から明治にかけて日本の近代国家建設、工業化に貢

献し、世界に通じる新しい道を命がけで切り拓いた５人の長

州藩士。

遠藤謹助（上段左）、井上勝（上段中央）、伊藤博文（上段

右）、井上馨（下段左）、山尾庸三（下段右）

　長州ファイブ▲

20

近代日本の礎を築いた初代内閣総理大臣・伊藤博文
光市が誇る偉人から受け継がれる
未来への志とは

▲旧千円札の第1号券
伊藤公資料館に、昭和38（1963）年に発行

された肖像入り旧千円札の第１号券を展示し

ています。

未来につなげる
維新の志

藤博

未来
宣言

過去

博文

未来
宣言

過去

光市が誇る偉人

近代日本の
▲旧千円札の第1号券

光市

藤
公
は
光
市
に
生
ま
れ
、17

歳
で
松
下
村
塾
へ
入
門
。そ
こ

で
高
杉
晋
作
や
木
戸
孝
允
ら
と
と
も
に

吉
田
松
陰
に
学
び
、尊
王
攘
夷
の
志
士

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

21
歳
に
な
る
と
、「
世
界
と
渡
り
合
え
る

新
し
い
日
本
の
時
代
を
つ
く
る
」と
い
う
志

を
胸
に
、当
時
国
禁
を
犯
す
大
罪
で
あ
った

海
外
渡
航
を
決
め
、後
に「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
井
上
馨
ら
４
人
と
命
が
け
の

英
国
留
学
に
旅
立
ち
ま
し
た
。産
業
革
命

に
沸
き
立
って
い
た
大
英
帝
国
の
首
都
ロ
ン

ド
ン
を
目
の
当
た
り
に
し
た
伊
藤
公
は
、

そ
の
圧
倒
的
な
国
力
を
認
識
し
、攘
夷
を

捨
て
開
国
論
に
転
じ
る
こ
と
を
決
意
。

　

留
学
か
ら
半
年
後
、長
州
藩
の
攘
夷

に
対
す
る
外
国
の
報
復
砲
撃
を
知
り
、

「
今
の
日
本
は
西
欧
を
敵
に
す
る
だ
け
の

力
は
な
い
」と
考
え
、戦
い
を
回
避
す
る

た
め
志
半
ば
で
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し

た
が
、留
学
中
に
得
た
英
語
力
は
、そ
の

後
の
伊
藤
公
を
支
え
る
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

命
を
か
け
て
拓
い
た

未
来
へ
の
志

伊

治
維
新
後
は
政
府
の
要
職
を

歴
任
し
、明
治
18（
１
８
８
５
）

年
に
内
閣
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、

初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。そ
の

決
め
手
は「
こ
れ
か
ら
の
総
理
は
外
国

か
ら
の
電
報
が
読
め
な
く
て
は
だ
め

だ
」と
い
う
井
上
馨
の
言
葉
で
し
た
。

　

以
後
、四
次
に
渡
り
そ
の
職
を
務
め
た

伊
藤
公
は
、大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定

を
は
じ
め
、清
国
と
の
下
関
条
約
の
調
印

や
初
代
韓
国
統
監
に
な
る
な
ど
、

優
れ
た
外
交
手
腕
を
発
揮
し
、

「
世
界
」に
お
け
る
日
本
の
地
位

向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、明

治
42（
１
９
０
９
）年
、ハル
ビ
ン
駅

（
現
・
中
国
）で
暗
殺
さ
れ
、そ
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
日
本
」の

地
位
向
上
に
尽
力

明

幕末から明治にかけて日本の近代国家建設、工業化に貢

献し、世界に通じる新しい道を命がけで切り拓いた５人の長

州藩士。

遠藤謹助（上段左）、井上勝（上段中央）、伊藤博文（上段

右）、井上馨（下段左）、山尾庸三（下段右）

　長州ファイブ▲
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▲伊藤公資料館
伊藤公資料館は、伊藤公の遺墨や遺品を展示し、幕末から
明治までの日本の動きを紹介しているレンガ造りの明治風建
築物です。また、生家と旧伊藤博文邸の間に位置することか
ら、「利助と博文を結ぶタイムトンネル」という要素を持たせて
います。

■伊藤神社跡地に伊藤公の面影を偲ぶために建立された銅像
■伊藤公が基本設計を行った旧伊藤博文邸（県指定有形文化財）
■伊藤公の生家（復元）。近くには幼年期に登って遊んだとされる柿の木
　の二世も残っています。
■生家（復元）の裏にある伊藤公の産湯に使ったとされる井戸

1

3

2

4

　

本
事
業
は
、長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
一

人
と
し
て
海
外
渡
航
に
挑
戦
し
た

伊
藤
公
の
生
き
方
に
触
れ
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
地
域
貢
献
で
き
る

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
新

市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
や
国
際
交
流
に
関
す

る
学
習
を
通
し
て
、自
主
自
立
の

精
神
、国
際
感
覚
や
豊
か
な
人
権

感
覚
、新
た
な
価
値
・
満
足
を
生
み

出
す
創
造
力
な
ど
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

ひ
か
り『
夢
大
使
』事
業

伊
藤
公
に
続
け
！！

▲ひかり“夢大使”に選ばれた中学生６人と市川熙市長

伊藤公の
「光」を
訪ねて

column

1

2

3

4

　

事
前
学
習
で
伊
藤
公
や
光
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、平
成

26
年
８
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の

現
地
研
修
で
、長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
足

跡
を
辿
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、日

本
大
使
館
や
ロ
ン
ド
ン
市
庁
舎
、ロ

ン
ド
ン
大
学
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。当
時
の
面
影
を
肌
で
感
じ
た

子
ど
も
た
ち
に
は
、目
に
映
る
も
の

す
べ
て
が
新
鮮
さ
と
驚
き
に
満
ち

て
お
り
、大
変
得
る
も
の
の
多
い
８

日
間
の
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

保
12（
１
８
４
１
）年
９
月
２

日
、熊
毛
郡
束
荷
村（
現
・
光

市
大
字
束
荷
）に
農
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
伊
藤
公（
幼
名
・
林
利
助
）

は
、７
歳
ま
で
こ
の
地
で
過
ご
し
、地
元

に
は
負
け
ず
嫌
い
で
利
発
な
少
年
利

助
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ゆ
か
り
の
地
が
数

多
く
残
り
、訪
れ
る
だ
け
で
当
時
の
ロ

マ
ン
と
伊
藤
公
の
足
跡
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、伊
藤
公
の
生
涯
や
業
績
を

次
代
の
ま
ち
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
遺
徳
継
承
事
業
で
は
、英
語

が
堪
能
で
あ
っ
た
伊
藤
公
に
ち
な
ん
だ

「
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」や
、伊

藤
公
の
足
跡
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

「
子
ど
も
歴
史
講
座
」を
開
催
し
、激

動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
た
幕
末
・
維

新
の
立
役
者
・
伊
藤
公
の「
志
」を
時

を
超
え
て
、新
た
な
世
代
へ
と
継
承
し

て
い
ま
す
。

天 今
も
残
る
、伊
藤
公
の
面
影
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面
影
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ま
す
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ち
並
み
は
当
時
の
ま
ま
だ
と
聞
き
、僕

が
見
た
景
色
と
当
時
の
伊
藤
公
が
見

た
景
色
が
同
じ
だ
と
思
う
と
、心
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

【
山
口
】渡
英
に
は
飛

行
機
で
13
時
間
も
か

か
り
ま
し
た
が
、彼

ら
は
荒
れ
狂
う
海
原

を
４
ヶ
月
も
の
間
、航

海
し
ま
し
た
。行
く

だ
け
で
も
命
が
け

【
市
長
】皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。「
ひ
か

り『
夢
大
使
』事
業
」と
し
て
皆
さ
ん
と

渡
英
し
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
、伊
藤
公
た

ち
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
足
跡
を
辿
り
、彼

ら
が
学
ん
だ
大
学
や
ア
パ
ー
ト
の
ほ

か
、彼
ら
を
支
え
た
人
や
、志
半
ば
で

亡
く
な
っ
た
方
の
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。日
本
の
将
来
の
た
め
に
命
を
か
け

た
彼
ら
の「
志
」を
目
の
当
た
り
に
し

て
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

【
桐
山
】赤
レ
ン
ガ
の
美
し
さ
や
古
い
ま

渡
英
し
て
感
じ
た
伊
藤
公
の
志

談和会

伊藤公の志を維新から
現代へと受け継ぐ

日本を支える
人づくり

市長×夢大使
光を創造する
人材育成

未来
宣言
未来
宣言

現在

（左から）

吉川 仁紀さん
山口 侑華さん
桐山 大輝さん
市川 熙 市長

國廣 美穂さん
河野 慎平さん
佐藤 れなさん
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【
市
長
】今
回
の
研
修
を
通
し
て
、将

来
ど
ん
な
大
人
に
な
り
、光
市
を
ど
ん

な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
か
、皆
さ
ん

の「
志
」を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
吉
川
】自
ら
が
率
先
し
て
行
動
し
、

光
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

【
河
野
】人
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
目
指
し
ま
す
。

【
國
廣
】世
界
に
広
が
っ
た
視
野
を
活

か
し
て
、光
市
の
た
め
、人
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
し
ま
す
。

【
山
口
】日
本
の
良
さ
に
イ
ギ
リ
ス
の
良

さ
を
盛
り
込
み
、光
市
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

【
桐
山
】古
き
良
き
伝
統
が
残
る
イ
ギ

リ
ス
の
心
を
学
ん
で
、日
本
の
伝
統
を

未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
佐
藤
】光
市
か
ら
日
本
の
魅
力
を
世

界
へ
と
発
信
し
、日
本
と
世
界
を
つ
な

ぐ
ま
ち
、光
市
を
目
指
し
ま
す
。

【
市
長
】皆
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た「
思

い
」や「
志
」を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
た
だ
き
、そ
の「
志
」が
市
全
体
へ

と
広
が
り
、光
市
を
よ
り
住
み
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
く
と
い
う「
志
」を
胸

に
、談
和
会
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、伊
藤
公
た
ち

の
情
熱
が
伝
わ
り
ま
す
。

【
吉
川
】イ
ギ
リ
ス
の
人
た
ち
の
文
化
・

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
心
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、日
本
と
の
差
を
感
じ

ま
し
た
。

【
佐
藤
】日
本
を
変
え
た
い
と
い
う

「
志
」を
胸
に
旅
立
っ
た
伊
藤
公
た
ち

の
足
跡
を
学
び
、改
め
て
伊
藤
公
を
輩

出
し
た
光
市
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

【
河
野
】か
つ
て
の
長
州
フ
ァ
イ
ブ
は
、ロ

ン
ド
ン
の
建
物
の
規
模
や
蒸
気
船
な

ど
、国
力
差
に
圧
倒
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。日
本
も
近
代
社
会
で
急
成
長

し
ま
し
た
が
、や
は
り
大
国
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
と
の
歴
史
・
文
化
の
重
み
は

違
う
と
感
じ
ま
し
た
。

【
國
廣
】ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
教
授
は
、見

知
ら
ぬ
日
本
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

伊
藤
公
た
ち
に
食
事
や
寝
床
を
与

え
、人
と
し
て
の
心
の
広
さ
は
物
質

的
な
豊
か
さ
よ
り
も
重
要
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

【
市
長
】皆
さ
ん
が
感

じ
た「
志
」、現
地
で

感
じ
た「
風
」を
私

た
ち
が
伝
え
、受
け

継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

受
け
継
が
れ
る
志
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ひと粒の幸福を届けたい
　ひと粒食べれば、甘しょっぱくどこか懐かしい味がする「カンロ飴」
をはじめとし、「果実のど飴」や「ピュレグミ」などでおなじみのカンロ
（株）は、大正元（1912）年、「宮本製菓所」として創業しました。大
正11（1922）年に新工場を建設、昭和35（1960）年に社名をカ
ンロ（株）に変更します。カンロ（甘露）とは、天から降る甘い露であ
り、この世に存在する美味の代名詞を語源としている同社では、創
業80周年以降、毎年創業年数と同じ箱数の飴を市に寄贈し、市
内各所に甘い贈り物を届けています。「美味しさ・楽しさ・健康」、創
業以来大切にしてきた企業
使命を掲げ、また原点である
“創意と工夫”により、今後も
消費者に愛される、一段と
輝く「ひと粒のメッセージ」を
作り続けています。

確かな技術力と豊かな創造力
そして飽くなき情熱
このまちに輝く元気な企業は
このまちとともに成長を続ける

ひかりを放つ
まちの原動力

は
るる

未来
宣言

現在

●●●●●光 市 の 企 業

後
、豊
か
な
市
民
生
活
を
願
い
、

工
業
立
市
を
掲
げ
た
光
市
は
、

光
海
軍
工
廠
の
跡
地
に
進
出
し
た
武
田
薬

品
工
業
株
式
会
社
並
び
に
八
幡
製
鐵
株

式
会
社（
現：新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
）を

中
心
と
す
る
化
学
と
鉄
鋼
の
ま
ち
と
し

て
、周
南
工
業
地
帯
の一翼
を
担
う
近
代
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
正
元（
１
９
１
２
）年
に
島
田

村
で
創
業
し
た
宮
本
製
菓
所（
現
：カ
ン
ロ

株
式
会
社
）を
は
じ
め
、光
市
発
祥
の
企
業

が
独
自
の
製
品
、技
術
を
開
発
し
、全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、約
２
，０
０
０
も
の
様
々

な
分
野
の
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
事
業

所
が
、地
域
に
根
ざ
し
た〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞

と
し
て
、着
実
に
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
パ
ワ
ー
の
源
は
、ま
ぎ
れ
も
な
く
そ

こ
で
働
く「
人
」。約
２
万
人
も
の
働
き
手

が
、日
夜
、そ
の
技
と
心
を
磨
き
な
が
ら
、

自
ら
の「
仕
事
」に
誇
り
を
持
ち
、さ
ら
な

る
高
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
、そ
し
て
、人
の
飽
く
な
き
情
熱
の

結
晶
は
、ひ
か
り
を
放
つ
、ま
ち
の
原
動
力

と
なって
い
ま
す
。

戦

老若男女問わず
好まれる味を目指し、
“ひと粒の幸福”を
お届けしたいですね。

カンロ株式会社

カンロ株式会社ひかり工場工場長
山本 寿男さん
子どもの頃からカンロ飴の香りを感じな
がら育ちました。現在、市と協働で観光
にも力を入れています。もっと盛り上げ
ていけるよう、楽しいイベントや企画に
チャレンジしていきたいです。

業
界
を
リ
ー
ド
す
る

モ
ノ
づ
く
り

を届けたいを届けたいいい
ょ ぱくどこか懐ぱくどこか懐懐かしい味がする「カンロ飴」懐かしい味がする「カンロ飴
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社会を支える
縁の下の力持ち
　新日鐵住金グループは、新日鐵住金ステンレス（株）、新日鐵
住金（株）、新日鉄住金マテリアルズ（株）の３社が光市で協同し
て事業を推進しています。各社の商品は、自動車のバネ部品や
構造部品、排気ガス部品などや、住宅の建材・厨房、パソコンの
部品、といった身近な商品に加工される高付加価値の鉄鋼材
料や、エネルギー関係に使
用される高品質のパイプ
製品です。
　これらの鉄鋼製品を高
度な技術力、開発力、課
題解決力を発揮して世界
に向けて発信しています。

目指すは世界№１の
鉄鋼メーカー。
世界をリードする
存在を目指します。

新日鐵住金ステンレス株式会社

新日鐵住金ステ
ンレス株式会社

マネージャー

松岡 匠さん

ステンレス製造
設備の保守を担

当して40

年になります。入
社の動機は父が

働いて

おり、その背中を
見て育ったので

自然と新

日鐵へ。そして、
私の長男も。親

子三代、皆

さんの生活を影
ながら支えていき

ます。

人々の健康と
医療の未来に貢献
　武田薬品工業（株）は、
「優れた医薬品の創出を通
じて人々の健康と医療の未
来に貢献する」という経営理念のもと、「タケダイズム（誠実：
公正・正直・不屈）」に則り、研究開発から医療現場におけ
る情報活動まで一貫した体制で事業を展開しています。
　光工場は、光市
の一員として、地
域の皆様とともに
歩み、光市から全
国へ、そして、世界
へと高品質な医
薬品を届けます。

少しでも早く、少しでも多くの
人々の願いに応えていきたい。
それが私たちの変わらぬ想いです。

武田薬品工業株式会社

人人
医医
　
「優
じて
来に来に
公正公正
る情る情る情る情
　光光
の一の一
域の域の多くの多くの

武田薬品工業株式会社製薬本部光工場
戸本 結依さん
生まれも育ちも光市で、今年で入社３年目です。日々、新薬開発への協力とともに、高品質な製品の生産に取り組み、日本中を、世界中を笑顔にしていきたいです。

献献

念のもと「タケダのもと「タケダダイズム（誠実：ダイズム（誠
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顔
を
生
み
出
す
、光
市
農
業

振
興
拠
点
施
設「
里
の
厨
」。

地
場
産
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、経
営
基
盤
の

整
備
や
後
継
者
の
確
保
対
策
、地
元
食

材
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
る
食
農
教

育
の
促
進
や
観
光
振
興
の
強
化
な
ど
、

様
々
な
視
点
を
有
機
的
に
結
び
付
け
た

第
六
次
産
業
化
か
ら「
新
た
な
価
値
」を

創
出
し
、活
力
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

笑

の
厨
は
、市
内
外
か
ら
年
間
約

25
万
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。当
施
設
で
は
、新
鮮
で
お
い
し
い
農

産
物
や
地
場
産
に
こ
だ
わ
っ
た
特
製
弁

当
、生
産
者
自
慢
の
加
工
品
を
販
売
し

て
い
る
ほ
か
、種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を

地
元
農
家
と
体
験
で
き
る
農
業
体
験
を

行
って
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、地
場
産
農
産

物
を
使
っ
た
豆
腐
づ
く
り
や
そ
ば
打
ち

体
験
な
ど
、地
産
地
消
を
楽
し
く
学
べ
る

体
験
型
イ
ベン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
つ
く
り
手
の「
真
心
」と
食
べ
る
人
の

「
喜
び
」、お
互
い
の
感
謝
の
心
を
結
び
つ

け
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る「
輪
」は
、人
に

笑
顔
を
、ま
ち
に
活
力
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。 

里

「食」づくりは「人」づくり　「人」づくりは「まち」づくり
光市の里と海から生まれる

新たな第六次産業創造プロジェクト

新たなひかりを育む
まちの活力

活力を生むまちづくり
未来
宣言
未来
宣言

現在

農
業
振
興
拠
点
施
設

「
里
の
厨
」

く
り
や

「
農
」で
つ
な
ぐ

人
の
輪

ぐぐ

26



ニューファーマー＆ニューフィッシャー
産業がもたらす地域活性化を目的に光市が取り組む、新規農業・漁業就業者への研修制度。

経験ゼロでも現場で活躍できる人材の育成を支援し、「自分たちが光市の第一次産業を支える」という
熱い思いを胸に奮闘する「人財」を生み出している。 

師
を
育
成
し
、豊
か
な
海
を
守
る
た

め
に「
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
育
成

推
進
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
る
光
市
。２
年

間
か
け
て
じ
っ
く
り
技
術
を
身
に
付
け
、新
た

に
漁
師
の
仲
間
入
り
を
し
た
國
永
さ
ん
。

　
「
漁
師
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
」と
語
る
國

永
さ
ん
は
、福
岡
県
出
身
で
、漁
業
就
業
者

フ
ェ
ア
で
光
市
と
出
会
い
、本
格
的
に
漁
師
の

道
を
歩
み
ま
す
。「
夢
は
光
市
の
海
の
良
さ
を

も
っ
と
P
R
す
る
こ
と
。素
晴
ら
し
い
自
然
に

感
謝
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
、と
も
に
生
き

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
、日
焼
け
し
た
顔
で
力

強
く
語
って
く
れ
ま
し
た
。

國
永
大
輔
さ
ん

漁

に
囲
ま
れ
た
自
然
あ
ふ
れ
る
束
荷
地

区
で
農
業
を
営
む
麻
野
さ
ん
。生
ま

れ
も
育
ち
も
光
市
で
、幼
い
頃
か
ら
自
然
と
触

れ
合
い
育
つ
中
で
、農
家
を
目
指
す
こ
と
を
決

意
。そ
の
頃
、市
で
は
農
家
の
後
継
者
不
足
が

問
題
に
な
って
い
る
こ
と
に
対
し
、就
農
支
援
の

取
り
組
み
を
実
施
。麻
野
さ
ん
を
農
事
組
合
法

人
つ
か
り
の
職
員
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　
「
野
菜
は
本
当
に
正
直
者
。怠
け
た
ら
そ
の

ま
ま
形
に
現
れ
、頑
張
っ
た
ら
そ
の
分
返
し
て

く
れ
る
。本
当
に
可
愛
い
で
す
」と
、ま
る
で
わ

が
子
の
よ
う
に
野
菜
と
接
す
る
若
き
農
家
の
ま

ぶ
し
い
汗
が
、笑
顔
を一層
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

麻
野
将
也
さ
ん

緑

麻野さんの今後の目標は、ブドウの本格的な
栽培。「自然は仲間であり、ライバルですね。
負けないように頑張ります」と語ってくれた。

平成25年就労

漁師

ニューフィッシャー

平成23年就労

農家

ニューファーマー

國永さん（右）と、同じく漁師の福本さん
（左）。「今後はより品質・鮮度の高い魚を
提供したいですね」と笑顔で語ってくれた。

か
な
自
然
の
中
、ロ
ハ
ス
生
活
を
満

喫
す
る
出
穂
さ
ん
夫
妻
。

　

も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
、家
庭
菜
園
を

し
て
い
た
大
治
さ
ん
は
、ふ
と
目
に
し
た
農
家

募
集
の
C
M
が
き
っ
か
け
で
本
格
的
に
農
家

を
目
指
す
こ
と
を
決
意
。山
口
県
立
農
業
大

学
校
、農
事
組
合
法
人
つ
か
り
で
の
研
修
を
経

て
、光
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　
「
生
で
食
べ
る
イ
チ
ジ
ク
も
最
高
で
す
が
、

今
後
は
イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
乾

燥
イ
チ
ジ
ク
な
ど
、加
工
品
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
」と
笑
顔
で
夢
を
語
る
夫
妻

と
、後
ろ
で
無
邪
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
、夏
の
太
陽
が
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

出
穂
大
治
・
真
奈
美
夫
妻

豊
「やりたい事がありすぎて、年をとる暇がな
い」と語るお二人。商品のロゴやポップは
全て真奈美さんの手作り。

平成25年就労

イチジク農家

ニューファーマー

「やりたい
い」と語る
全て真奈 り。。
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人
間
国
宝
・
山
本
晃
さ
ん

光
市
が
生
み
出
し
た
偉
人
の

独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現
代
の
偉
人光

を
生
み
出
す

匠
の
技

無風の水面を静かに煌めかせる夕日のグラデーションが美しいこの作品は、室積海岸からインスピレーションされたもの。
全て手作業とは思えない繊細さと、山本さん独自の色彩により、ふるさと光の夕凪を表現。箱を開けると港に帰る舟や水
面に浮かぶ島々のシルエットなど、また違った表情を見せてくれます。

▼第19回 MOA岡田茂吉賞大賞受賞 切嵌象嵌接合せ箱 「夕凪」

光駅前広場に設置されているモニュ
メント「輝翔の詩」。高さ約7mで「白い
砂浜、豊かな川の流れ、波のうねり、
太陽光線の屈折による虹」などが表
現されています。

▲輝翔の詩

間
国
宝
と
い
う
重
厚
な
響
き

を
よ
そ
に
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」と

気
さ
く
な
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
山

本
さ
ん
。切
嵌
象
嵌
、接
合
せ
と
呼
ば

れ
る
技
法
を
用
い
た
独
自
の
作
風
が
評

価
さ
れ
、平
成
26
年
に
人
間
国
宝
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。「
も
と
も
と
興
味
が

あ
り
、好
き
だ
っ
た
ん
で
寝
る
の
も
忘
れ

る
ぐ
ら
い
、無
我
夢
中
で
や
り
続
け
ま

し
た
ね
」。

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、東
京
で
工
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
就
職
。「
制
約
が
多

く
力
を
発
揮
で
き
な
い
」と
感
じ
、30
歳

冷
た
い
金
属
に

温
か
な
命
を
吹
き
込
む

人

の
時
、自
由
度
の
高
い
彫
金
家
へ
転
向
し

ま
す
。独
学
で
編
み
出
し
た
金
・
銀
・
銅

の
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
色
彩
と
、

０・２
ミ
リ
の
誤
差
も
許
さ
な
い
繊
細
な

技
術
か
ら
生
ま
れ
る
模
様
や
グ
ラ
デ
ー

シ
ョン
は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

　
「
毎
朝
５
時
に
散
歩
し

て
い
ま
す
が
、光
市
の
風
景

は
本
当
に
美
し
い
。見
て
い

る
だ
け
で
ア
イ
デ
ア
が
沸
い

て
き
ま
す
よ
」。そ
の
故
郷

への
想
い
が
作
品
に
命
を
吹

き
込
み
ま
す
。「
辛
い
と
見

え
る
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、僕
は
楽
し

く
て
仕
方
な
い
ん
で
す
よ
。好
き
で
あ
れ

ば
何
だ
っ
て
で
き
る
。今
の
若
い
子
た
ち

も
、自
分
が
心
か
ら『
好
き
だ
』と
言
え

る
も
の
を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
ね
」。

光
市
の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
、少
年

の
よ
う
な
笑
顔
で
制
作
に

没
頭
す
る
山
本
さ
ん
。

　
「
誰
も
が
美
し
い
と
思
え
る

作
品
を
つ
く
り
続
け
た
い
」。

人
間
国
宝
・
山
本
晃
の
飽
く

な
き
挑
戦
は
、ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

き
り
ば
め
ぞ
う
が
ん

は
ぎ
あ
わ

未来
宣言
未来
宣言

現在
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人
間
国
宝

【
彫
金
家
】
山
本 

晃

　光市生まれ。工業デザイナーとして東京で就職し、
その後彫金の道へ。帰郷後十数年、山口芸術短期
大学の講師を勤めるとともに、自身の工房で彫金教
室を開くなど、後進の指導を行っています。
　昭和60（1985）年第32回日本伝統工芸展で初
入選を果たして以来、連続入選という快挙を成し、そ
の後も数々の賞を受賞。独学で編み出した技法と、
独自の合金による詩情あふれる作品制作に挑み続
け、平成26（2014）年、重要無形文化財保持者
（人間国宝）に認定されました。

▲愛用のヤスリ

　山本 晃（やまもと あきら）さん▲

▼第56回 日本伝統工芸展入選
　切嵌象嵌接合せ箱
   「白椿」
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光市の良さを
もっと多くの人に
知ってほしい！！

私たちの健康は
私たちの手で！

全ての人の
「幸せ」を
守りたい

みんなの心が
通い合うまちに

子育てに優しい
まちとして日本中に
知ってほしい

光市は
いつまでも心の
ふるさとです

たくさん恩恵を
くれた光市に
恩返しをしたい

宣言
へ

未来へ描く夢や決意

未来
宣言

未来

大人になっても
ここにずっと
住み続けたい

光で生まれ、光で育ち、光で夢を抱く
その夢は、まちをさらに輝かせる
「ひかり」となる
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みんなが笑顔で
暮らせるまちに！

楽しく勉強
できるまちに

平和で笑顔が

あふれるまちに！！

ずっと住みたい
まちを目指して

キレイな山・川・海を
ぼくらの手で
守っていきたい

地産地消の輪を

広げたい 市民  
夢を未 来

ひ
か
り
輝
く

未
来
へ

　「
ひ
か
り
」。そ
れ
は
、わ
が
ま
ち
の
誇

り
で
あ
り
、象
徴
で
す
。新
市
が
誕
生

し
、皆
様
と
と
も
に
10
年
の
時
を
積
み
重

ね
て
き
た
今
、ま
ち
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

「
ひ
か
り
」を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
同
時
に
、こ
れ
か
ら
が

ま
ち
の
真
価
が
発
揮
さ
れ

る
時
で
す
。新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
光
市
が
、

輝
く
明
日
に
向
か
っ
て
踏
み
出
す
た
め

に
は
、こ
の
ま
ち
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

皆
様
一人
ひ
と
り
の〝
夢
〞が
大
切
で
す
。

　
ま
ち
と
人
が「
ひ
か
り
」輝
く
未
来
に

向
け
て
、こ
れ
か
ら
も
、と
も
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

光
市
長
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